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自然物を使い、自分自身で作品を作り上げる楽しさを味わいます。 

 

 

 

 

  

場所 研修室 対象 幼児以上 
    

所要時間 1～1.5時間 人数 200名程度まで 
    

時期 全シーズン 天候 
制限なし 
（雨天時のみも可） 

    

指導 なし 提出書類 教材注文票 
    

経費 

1セット300円（富士山型板、小板、マグネット、装飾物） 

※７月～１セット400円 

活動の 

教育的効果 

（１）富士山型の創作物なので、交流の家の思い出になる。 

（２）細かい作業になるので、集中力を養うことができる。 

（３）完成品が形として残るので、研修の思い出づくりになる。 

準備 

するもの 

団体が準備するもの 

□個人：なし 

□団体： 新聞紙、ティッシュ、クラフトキット（食堂で購入し、事務室で受取）、容器、 

木工用ボンド、ポスカ（必要に応じて） 

交流の家が貸し出すもの 

□グルーガン □延長コード 

備考 □作り方はホームページよりダウンロードが可能。 

富士山プレート 

室

内

で

の

活

動
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活動内容 

（手順） 

時 間 項 目 内   容 備  考 

30分 準備 

□事務室で材料を受け取る。 

□机を配置し、机上に新聞紙を敷く。 

□材料を配付する。 

 

10分 説明 □作り方の説明。  

40分 作成 

□配置を考える。 

□富士山型の木にポスカで色塗りをする。 

□豆にボンドを付け、丸木に接着する。 

□プレートにグルーガンでホットボンドを

付け、作った丸木をくっつける。 

□少し乾かしてからニスを塗る。 

□プレートの穴に麻ひもを通し、結ぶ。 

※上に積み

すぎない、

土台の横や

後ろにはつ

けない 

15分 片付け 

□材料や用具を片付ける。 

□机を雑巾で拭き、床の清掃を行う。 

□材料を事務室へ返却する。 

 

想定される 

リスク 

□グルーガンでのやけど 

□材料の誤飲 

指導の 

バリエーション 

□フォトスタンドと併せて実施可能。その場合、研修指導員による追加の指導料はかから

ない。 

活動の流れ 富士山プレート 

材料一式 
※デコレーションセットは10人に1セット程度 

グルーガンでホットボンドを付け、丸木を接着する。 

室

内

で

の

活

動


	17（富士山プレート）令和６年度活動プログラムガイド
	作り方（参加者用・指導者用）



